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平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
12
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
14
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

承
認

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

同
意

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

・
９
月
30
日
任
期
満
了
の
た
め
任

命
に
同
意

　

深
瀬 

ア
ユ
ミ 

氏 (

再)

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

・
10
月
３
日
任
期
満
了
の
た
め
選

任
に
同
意

　

川
瀬 

崇 

氏 (

再)

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

・
９
月
26
日
任
期
満
了
の
た
め
選

任
に
同
意

　

金
山 

智
徳 

氏 (

再)

原
案
可
決

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

（
旧
ア
パ
レ
ル
縫
製
工
場
）

○
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

（
旧
鉄
道
官
舎
）

○
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣

等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て○
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
空
知
葬
斎
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て

○
北
空
知
葬
斎
組
合
の
解
散
に
つ

い
て

○
北
空
知
葬
斎
組
合
の
解
散
に
伴

う
財
産
処
分
に
つ
い
て

○
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

一
部
修
正
可
決

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
１
４
，
７
７

７
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，

５
６
５
，
１
９
２
千
円
と
す
る
補

正
予
算
を
一
部
減
額
修
正
し
、
既

定
予
算
額
に
１
０
０
，
５
２
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，
５
５

０
，
９
３
６
千
円
と
す
る
。

原
案
可
決

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
，
６
８
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
２
９
，

５
１
９
千
円
と
す
る
。

○
北
竜
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
，
８
９
０
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
０
１
，

８
９
０
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
４
４
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
４
２
８
，
４
４

２
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
６
１
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
１
１
１
，
７
０

５
千
円
と
す
る
。

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

・
収
益
的
収
入
で
１
，
４
４
２
千

円
増
額
し
、
総
額
６
９
，
４
０
２

千
円
と
す
る
。

・
収
益
的
支
出
で
１
，
３
２
９
千

円
増
額
し
、
総
額
８
３
，
６
０
０

千
円
と
す
る
。

認
定

○
平
成
30
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

外
６
会
計
（
国
保
・
診
療
所
・
後

期
高
齢
・
介
護
・
特
老
・
集
落
排

水
）
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
と
平

成
30
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
山
本

剛
嗣
委
員
長
）
を
設
置
し
、
そ
の

審
査
を
付
託
、
休
会
中
に
審
査
を

行
い
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

意
見
書
提
出

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
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「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
っ
て

ご
存
知
で
す
か
？　

本
来
は
、
都

市
地
域
に
住
む
若
者
が
過
疎
地
域

な
ど
の
農
山
村
に
生
活
や
活
動
の

拠
点
を
移
し
、
地
方
自
治
体
の
企

画
す
る
地
域
振
興
事
業
な
ど
に
携

わ
る
事
で
、
隊
員
一
人
当
た
り
年

間
四
百
万
円
を
上
限
と
し
て
国
か

ら
交
付
税
措
置
さ
れ
る
事
業
の
事

で
す
。

　

発
足
当
初
の
２
０
０
９
年
、
31

自
治
体
89
人
だ
っ
た
隊
員
数
が
、

２
０
１
７
年
に
は
９
９
７
自
治
体

４
８
３
０
人
と
激
増
し
、
隊
員
の

役
７
割
が
20
～
30
代
で
女
性
は
全

体
の
４
割
を
占
め
て
い
る
そ
う
で

す
。
隊
員
と
な
っ
た
動
機
と
し
て

は
、
都
会
に
居
場
所
を
見
い
だ
せ

な
く
、田
舎
に
自
分
の
「
居
場
所
」

と
「
役
割
」
を
求
め
て
応
募
す
る

方
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
の
派
遣

先
で
地
域
を
支
え
て
い
る
と
い
う

充
実
感
に
浸
っ
た
後
、
概
ね
３
年

間
の
任
期
終
了
後
、
そ
の
ま
ま
定

住
す
る
人
が
約
６
割
も
い
る
と
の

事
で
す
。
人
と
人
の
繋
が
り
が
薄

い
都
市
部
で
は
得
ら
れ
な
い
「
自

分
の
存
在
感
」
と
い
う
も
の
が
地

方
（
特
に
田
舎
）
で
は
発
揮
し
易

く
、
実
感
も
し
易
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
過
去
数
名
の
協
力
隊

員
の
方
が
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

昨
年
か
ら
若
年
性
認
知
症
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
干
場
功
さ

ん
だ
け
で
、
中
々
定
住
と
ま
で
は

い
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

毎
年
の
よ
う
に
色
々
な
企
画
や

事
業
が
計
画
さ
れ
ま
す
が
、
役
場

職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は

継
続
性
に
不
安
が
あ
る
の
も
事
実

で
、
こ
の
よ
う
な
事
業
を
も
っ
と

活
用
す
べ
き
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

北
島
勝
美)

一
般
質
問

　

３
名
の
議
員
か
ら
３
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
内
容

に
つ
い
て
は
、
11
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

「
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

中
央
要
望
」
参
加
報
告

　
　
　
参
加
議
員
　
松
永
・
北
島

　

去
る
８
月
７
日
か
ら
９
日
に
か

け
て
、
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
主
催
に
よ
る
中
央
要
請
行
動

が
行
わ
れ
、
深
川
市
・
秩
父
別
町
・

沼
田
町
・
妹
背
牛
町
・
北
竜
町
の

管
内
１
市
４
町
よ
り
議
員
各
２
名
、

事
務
局
２
名
の
計
12
名
が
上
京
し

ま
し
た
。

　

７
日
は
東
京
都
の
江
戸
川
区
役

所
を
訪
問
し
、「
子
供
の
食
の
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
懇
談
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
衆
議
院
議
員
渡
辺

孝
一
氏
の
事
務
所
を
起
点
に
稲

津
・
渡
辺
・
神
谷
衆
議
と
道
内
選

出
参
議
院
議
員
９
名
に
「
農
業
振

興
及
び
農
業
農
村
の
整
備
」、「
自

由
貿
易
協
定
に
対
す
る
対
応
」、

「
地
域
医
療
の
充
実
確
保
」、「
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
経
営
再
建
の
支
援
」

を
主
題
と
し
た
要
望
書
を
提
出
、

午
後
か
ら
農
林
水
産
省
・
総
務
省

の
各
担
当
職
員
よ
り
要
望
書
に
沿

っ
た
現
況
の
説
明
等
を
受
け
た
後
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
、
両
省
庁
へ
要
望
書
を
提
出
し

全
行
動
日
程
を
終
了
し
、
９
日
に

帰
省
し
ま
し
た
。


